
ま  え が  き 

この年報は、令和４年中における津市消防統計を集録し、今後の参考 

にするとともに、津市の消防事情を紹介することを目的として編集しま 

した。 

各統計については、原則として暦年とし、予算関係については会計年 

度としましたが、表中に年月を明示したものについては、その時点での 

現況です。 

令和５年５月 

津 市 消 防 本 部 



津 市 消 防 憲 章 
                          （平成 18 年 1 月 1 日制定） 

 

市民の声を聞き 

 

市民の立場にたって物を考え 

 

実行する消防 

 

津 市 消 防 活 動 指 針 
（平成 18 年 1 月 1 日制定） 

 

○「市民本位」の基本を徹底する。 

 

○「有事即応」の体制を堅持する。 

 

○「積極果敢」な活動を展開する。 

 

○「先見先取」の意欲を高揚する。 

 

○「融和団結」の職場を確立する。 

 

津市消防トレードマーク 
（平成 21 年 12 月 1 日制定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
津市のシンボルである津城の藩主、藤堂高虎公が愛用していた兜をベースに、消防隊員が火災現場

で使用する防護マスク（空気呼吸器の面体を着装した状態）を図案化し、正義感と勇猛果敢な消防

隊員をイメージしました。 

 



 

津 市 消  防  の  沿  革 
 

月 日 内     容 月 日 内     容 

H18.1.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2.6 

  3.19 

  3.28 

 

  4.1 

  6.1 

 

 

H19.4.1 

  

  4.15 

 

  8.22 

 

 

  11.9 
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H21.1.26 

 

  3.11 

 

 

 

 旧津市、旧久居市、旧河芸町、旧芸濃町、

旧美里村、旧安濃町、旧香良洲町、旧一志町、

旧白山町、旧美杉村の 10 市町村が合併し、

新「津市」が誕生 

 このことに伴い、旧津市消防と旧久居地区

広域消防組合が合併し、新津市消防が発足 

 野田重門消防長就任 

 消防本部を旧久居地区広域消防組合庁舎

（久居明神町 2276）に設置し、4 署 6 分署

4 分遣所、職員数 345 人体制となる。 

 松田直久津市長就任 

 津市消防団結団式（メッセウィングみえ） 

 津市防火協会設立総会（三重県総合文化セ

ンター） 

 消防職員新規採用（6 人） 

 消防法の改正に伴い、平成 18 年 6 月 1 日

から、新築住宅の住宅用火災警報器の設置が

義務付け 

 消防職員新規採用（8 人） 

 4 消防署で指揮隊運用開始 

※三重県中部を震源とする地震が発生（津市

内の震度 5 弱、M5.4、市内負傷者 2 人） 

 第 36 回全国消防救助技術大会（ほふく救

出の部東海支部代表・東京消防庁夢の島訓練

場） 

 アテネ五輪金メダリスト吉田沙保里さん

１日消防署長 

 通信指令センターに IP・携帯電話発信位

置情報通知システム導入（全国で 3 例目の簡

易型システム） 

 北消防署芸濃分署移転（津市芸濃庁舎内に

移転） 

 消防職員新規採用（20 人） 

 津市消防防災指導センター開設（津市美里

庁舎内に設置） 

※四川大地震（中国四川省、M8.2、死者

68,712 人（中国政府発表）） 

 消防法の改正に伴い、平成 20 年 6 月 1 日

から、既存住宅においても住宅用火災警報器

の設置が義務化 

 第 55 回文化財防火デー（高田本山専修寺、

岡本消防庁長官、青木文化庁長官視察） 

※メキシコで新型インフルエンザが発生（後

に A 型 H1N1 亜型インフルエンザと命名）そ

の後世界的な大流行となる 
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H24.3.24 
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 中西秀輝消防長就任 

 消防職員新規採用（22 人） 

※成田空港で国内初の A 型 H1N1 亜型インフ

ルエンザ患者を確認 

※静岡沖地震（震度 6 弱、M6.5、死者 1 人、

負傷者 245 人） 

 津市消防トレードマーク制定 

※ハイチ地震（M7.0、死者 23 万人以上） 

 松田直久津市長任期開始 

※チリ地震（M8.8、死者 800 人以上、日本で

も津波を確認） 

※グループホーム火災（札幌市北区、死者 7

人） 

 北消防署河芸分署移転（津市河芸庁舎内に

移転） 

 消防職員新規採用（10 人） 

 津市消防団１団化（連合団方式から 1 団方

式へ） 

 津市消防音楽隊 35 周年記念演奏会 

※ニュージーランド南島地震（M6.3、邦人死

者 28 人） 

※東日本大震災（M9.0、死者 19,689 人、行

方不明者 2,563 人：H31.3.1 現在 消防庁発

表） 

 緊急消防援助隊として指揮隊・消火小隊・

救急小隊・後方支援小隊を千葉県・宮城県内

に派遣 

 山口精彦消防長就任 

 消防職員新規採用（9 人） 

 久居消防署美里分署新築移転（美里分遣所

と榊原分遣所の統合） 

  前葉泰幸津市長就任 

※台風 12 号災害 紀伊半島を中心に記録的

大雨により甚大な被害が発生。津市では、各

地に避難勧告が発令され、美杉町石名原地区

で土石流が発生し家屋数棟が全半壊 

 久居消防署香良洲分遣所移転 

 消防職員新規採用（11 人） 

※ホテル火災（広島県福山市、死者 7 人） 

 救急救命士による処置範囲拡大の実証試

験開始（～H25.1.31） 

※グループホーム火災（長崎県長崎市、死者

4 人） 

 第二次津市消防力整備計画策定 

 

※ 国内外の社会的影響が大きかった災害、事件等 
 
 
 

 



月 日 内 容 月 日 内 容 

H25.4.1 

  6.5 

  8.15 

 10.11 

H26.1.9 

  4.1 

  5.17 

  8.9 

  8.20 

  9.27 

H27.3.7 

  4.1 

  6.30 

  9.10 

 11.7 

H28.1.15 

3.24 

4.1 

  4.14 

  4.16 

  5.24 

  ～29 

  6.21 

 10.15 

 12.9 

 12.22 

H29.4.1 

8.1 

H30.3 

4.1 

消防職員新規採用（6 人） 

消防本部の組織改編 

高度救助隊の発足 

津市消防団学生機能別団の創設 

※花火大会火災（京都府福知山市、死者 3 人） 

※病院火災（福岡市博多区、死者 10 人）

※三菱マテリアル㈱四日市工場爆発火災（死

者 5 人）

消防職員新規採用（18 人） 

救急救命士による二処置拡大運用開始 

台風 11 号に伴う大雨により、三重県に大

雨特別警報発令 

※広島市安佐北区で土砂災害（死者 74 人）

※御嶽山が噴火（死者 57 人）

津市消防本部及び津市消防団が竿頭綬を

受章 

消防職員新規採用（19 人） 

 津市消防救急デジタル無線・高機能消防指

令センター本格運用開始 

※東海道新幹線車両火災（死者 2 人）

※平成 27 年 9 月関東・東北豪雨により鬼怒

川が決壊

津市消防音楽隊創立 40 周年記念演奏会 

津市防火協会設立 10 周年記念講演会 

輪番時間外で「MIE・NET」本格運用開始 

白山消防署一志分署新築移転 

中村光一消防長就任 

消防職員新規採用（11 人） 

腹部輪番病院バックアップ体制構築 

※熊本地震（前震）（震度 7、M6.5）

※熊本地震（本震）（震度 7、M7.3、前震を含

め死者 273 人：H31.4.12 現在 消防庁発表） 

伊勢志摩サミット消防特別警戒に伴う派

遣 

救急ワークステーション運用開始 

新たな土曜日輪番体制を開始 

津市消防団学生団員活動認証制度を創設 

※新潟県糸魚川市大規模火災（死者なし、負

傷者 17 人、焼損棟数 147 棟）

消防職員新規採用（10 人） 

消防本部の組織改編 

久居消防署南分署仮設庁舎（雲出出張所

内）運用開始 

第三次津市消防力整備計画策定 

東海千秋消防長就任 

消防職員新規採用（10 人） 

H30.6.18 

7.9 

9.6 

H31.3.25 

4.1 

R1.6.28 

   ～29 

7.9 

9.9 

10.12 

R2.4.1 

  4.16 

  8.3 

 8.13 

R3.1.14 

   4.1 

4.20 

  5.9 

  7.3 

8.6 

  8.20 

8.27 

 12.17 

R4.1.21 

R4.4.1 

4.23 

※大阪府北部を震源とする地震（震度 6 弱、

M6.1、死者 6人:H31.2.12 現在 消防庁発表） 

※平成 30 年 7 月豪雨（死者 237 人：H31.1.9

現在 消防庁発表）

緊急消防援助隊として指揮隊・消火小隊・

救助小隊・後方支援小隊を広島県内に派遣 

※平成 30 年北海道胆振東部地震（震度 7、

M6.7、死者 42 人:H31.1.28 現在 消防庁発

表）

久居消防署南分署新築移転 

小津直久消防長就任 

消防職員新規採用（8 人） 

G20 大阪サミット消防特別警戒に伴う派

遣 

119 番通報及び救急現場で多言語対応運

用開始 

台風 15 号による被害（死者 3 人：R1.12.23

現在 消防庁発表） 

東日本台風 19 号による被害（死者 104 人：

R2.4.10 現在 消防庁発表） 

消防職員新規採用（10 人） 

 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

を発出 

三重県新型コロナウイルス「緊急警戒宣

言」を発出 

 YouTube「津市消防本部公式チャンネル」

開設 

 三重県新型コロナウイルス「緊急警戒宣

言」を発出 

佐藤昭人消防長就任 

消防職員新規採用（3 人） 

映像通報システム「Live119」本格運用開

始 

三重県新型コロナウイルス「緊急警戒宣

言」を発出 

まん延防止等重点措置を発出 

※静岡県熱海市土石流災害（死者 26 人：

R4.3.25 現在 消防庁発表）

三重県新型コロナウイルス「緊急警戒宣

言」を発出 

まん延防止等重点措置を発出 

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

を発出 

※大阪府大阪市北区ビル火災（死者 25 人：

R3.12.27 現在 消防庁発表）

まん延防止等重点措置を発出 

長脇勝消防長就任 

消防職員新規採用（6 人） 

※北海道知床沖における観光船事故（死者

20 人、行方不明 6 人：R4.12.15 現在 運輸

安全委員会）

※ 国内外の社会的影響が大きかった災害、事件等



三重県消防学校派遣状況

消防大学校派遣状況

表　　彰

消防職員の表彰

部外協力者（団体）の表彰

15

31

31

危険物施設等の事務取扱状況

危険物施設数

危険物
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用途別建築同意件数(工事別)

31
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消防関係団体
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総　　務 消防車両等の配置状況

消防職員の年齢構成
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消防職員の配置状況
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消防団員の配置状況
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傷病程度別・年齢別搬送人員 41
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応急処置件数 41 54

不搬送理由別救急出動件数
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※年報中のイラストは、総務省消防庁のホームページから引用しました。
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　 消防団員
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46
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49災害別１１９番受理状況
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消 防 年 報 令和５年版

令和５年５月 

編集 津市消防本部 

 津市久居明神町２２７６ 

電話 059-254-0353（消防総務課） 

防火・防災記念日（週間）一覧

期日（期間） 名前 内容

6月（第2週） 危険物安全週間
1990年（平成2年）1月19日に自治省消防庁（現：総務省消防庁）
が制定。

9月1日 防災の日
1923年（大正12年）9月1日に発生した関東大震災にちなみ制
定。

9月9日 救急の日（救急医療週間）
1982年に厚生省（現：厚生労働省）が制定。語呂合わせ。（9月9
日を含む1週間）

11月5日 津波防災の日
2011年（平成23年）3月11日に発生した東日本大震災を契機に
制定。

11月9日 １１９番の日
1987年に自治省消防庁（現：総務省消防庁）が制定。語呂合わ
せ。

11月9日～15日 火災予防運動（秋季） 秋の全国火災予防運動。

1月17日 防災とボランティアの日 1995年（平成7年）1月17日の阪神・淡路大震災を契機に制定。

1月26日 文化財防火デー
1949年（昭和24年）1月26日に発生した世界最古の木造建造物
（法隆寺）の火災を契機に制定。

3月1日～7日 火災予防運動（春季） 春の全国火災予防運動。

3月7日 消防記念日 消防組織法が施行された1948年3月７日にちなみ制定。




